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はじめに～「連携」と「接続」のはざまで

追手門学院一貫連携教育機構長 梅村 修

今、高校と大学との間の広義の“関係”が問題になっている。一つは高校と大学の「連携」、も

う一つは入試を中心とする狭義の「接続」である。本稿で扱う「AP 科目」は、この「連携」と

「接続」のはざまにある制度である。その可能性を考えてみたい。

1．高大連携

近年、高校の教員と大学の教員が「連携」して教育活動を行う「高大連携」が大きな課題になっ

ている。1990年代後半から行われるようになった「高大連携」は、年々活発になるとともに、多

様化の様相を示しつつある。追手門学院でも、併設校での、大学教員のいわゆる「出前授業」や、

併設校生徒のオープンキャンパスへの参加などが行われてきた。

たとえば、2012年度まで、入試課や旧・教育研究所が、茨木中高の総合学習の時間を使って、

高校 2年生を対象に「追大講座」を主催してきたし、2013年度には、一貫連携教育機構が音頭を

とって、大手前中高の高校 1年生を対象に、「大学での学び」と称する連続講演会を行った。追手

門学院大学の各学部の先生が、それぞれの専門分野から、高校 1年生が興味を持ちそうな話題を選

んで、オムニバス形式で授業を運営した。

また、大手前中高に設けられた「追手門コース」に、経営学部の教員が派遣され、高校生を対象

に「ビジネスマネジメント研修」を行い、商学の専門家の立場から店舗の設えや販売方法を指導し

たこともある。同年 7月には、茨木中高の「立志塾」の生徒と「追手門コース」の生徒の合同授業

が実施され、本学の大学生とグループディスカッションを行ったこともある。

さらに、併設校以外の近隣の高校との「連携」も図られている。たとえば、2013年度まで、「学

び論 C」は、併設校のみならず、外部の協定校（高槻市の大阪府立阿武野高校、および茨木市の大
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阪府立茨木西高校）の生徒にも門戸が開かれていた。実際は、履修を希望する高校生が思うように

集まらず、開店休業状態が長く続いたため、2013年度に廃止に至ったが、これはまさに、今年度

から本格稼働した AP 科目の前身であった。

なぜ、こうした「高大連携」が広がりつつあるのか。一つには、スーパーサイエンスハイスクー

ルに代表されるような、優秀な高校生への知的啓発、また、もっと一般的には、大学の専門領域が

どのような実態をもって展開されているかを紹介し、曖昧さを孕む高校生の進路志望を確実にする

という目的がある。特に本学院のように、初等中等教育から大学院までを備える総合学園は、併設

校の高校生に上の大学の魅力を感じてもらい、できれば内部進学を促したいという切実な希望があ

る。

2．「高大接続」

一方、「高大接続」というと、高校と大学の教育プログラムの相互乗り入れや教員間、学生・生

徒間の交流よりも、その先にある「入試制度」の文脈で語られる傾向がある。2018年から再び本

格化する 18歳人口の減少を目前にして、全国の国公私立大学では、入学生確保のために、従来か

らの推薦入試や AO 入試に加えて、様々な入試形態が生まれている。ここでも「高大接続」が受

験生確保の有効な手段とみなされているのである。

たとえば、本学では、先ごろ「大学教育再生加速プログラム」に採択された「アサーティブ入

試」が進行中である。「選ぶ入試から、育てる入試へ」をスローガンに、入試前から、大学職員が

丁寧に受験生一人ひとりに向き合い、大学進学の目的、進学先大学の選択理由を受験生本人に深く

考えさせる。そして、学ぶ意欲を高め、偏差値という狭いものさしを超えて、自分の興味や適性に

応じた進路選択を考える手助けをしている。「アサーティブ入試」は、学院の職員が親身に受験生

の進路選択に寄り添うことで、追手門学院との縁を深めてもらい、結果的に多くの学生を追手門学

院大学に招来することに成功している。

3．追手門学院の AP 科目

さて、追手門学院の AP 科目であるが、本稿でもその足取りの中で紹介されるように、内部進学

が決定している両併設校の高校 3年生が、追手門学院大学の秋学期科目（中でも初年次に履修が推

奨される科目）を先行履修して、単位を先取りするシステムである。その経緯や詳しいプログラム

や成果については、本学の AP 科目を精力的に推進した、本稿の共著者、藤本祥之、山本直子両氏

のレポートに譲るとして、その特質について原理的な考察を加えておきたい。

冒頭で「AP 科目は、『連携』と『接続』のはざまにある制度」と書いた。このことである。本

学の AP 科目は内部進学者、すなわち追手門学院大学への進学が決定している生徒を対象としてい
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る。したがって、将来の入試を見据えた大学選び（大学から見れば入学者選び）のための「AP 科

目」では、そもそもない。ところが、北米であまねく行われている AP 科目は、そのほとんどが、

必ずしも受験を前提としていないのである。あくまでも特定の大学と、選ばれた高校が連携し、大

学の授業科目を、高校生と大学との「出会いの場」として提供しているにすぎない。したがって、

高校生側がその大学を進学先として選ばない可能性もあるし、大学側がその高校生を入学生として

選ばないこともあるのだ。聞けば、北米の AP 科目生は、大学の授業を受講しつつ、ときおり、大

学のアドミッション・オフィスに赴き、担当の教職員から様々な指導を受けるという。たとえば、

「君は本学の経済学部に進学するためには数理的な力が足りないから、基礎的な数学を復習するよ

うに」と参考図書を渡されたり、「あなたは読書量が足りないから、一週間に 2冊は専門分野の論

文を読むように」と図書館の司書に引き会わされたり、ということが日常的に行われるそうだ。ま

さに AP 科目という制度が『連携』と『接続』のはざまにあるわけだ。比べると本学の AP 科目

は、疑似的な（という表現が適当でないならば過渡的な）産物であることは否めない。

将来的には、AP 科目を、本学のアサーティブ入試の発展形として、位置付ける必要があると私

は考える。すなわち、現在のアサーティブ入試では、本学職員との事前面談を呼び水にして追手門

学院大学に誘引しているが、そこにさらに「科目履修」というステップを入れ込むのである。そう

すれば、受験生は本当の意味で追手門の真価を見定め、確信をもって追手門を選択する（もしくは

選択しない）ことができるだろう。

2014年度、本格的に始動した追手門学院大学の AP 科目は、受け入れ先の大学と、送り出し側

の併設高校と、その間を取り持つ一貫教育課、この 3者の間の認識のずれや意欲の温度差が災いし

て、当初、ごたごたしたことは事実である。しかし、雨降って地固まる、という諺もあるように、

結果的には、大学の授業マネジメントを見直す良い機会となり、また、AP 科目生を「追手門の

子」として、高校と大学が手を携えて面倒を見るという体制が（たぶんに泥縄式ではあったもの

の）整備され、AP 科目を大学生と肩を並べて受講した高校 3年生も、良くも悪くも貴重な大学体

験の先取りができ、本当によかったと私は思っている。

なかでも、大学の入試課（アサーティブ係）が、AP 科目生の毎日の学修補助や、大学生活のア

シストに関与してくださったことは、特筆すべきことだったと考える。

AP 科目制度が、ただの交流を目的とした「高大連携」で終わることなく、また、受験に特化し

た無味乾燥な「高大接続」で終わることなく、そのはざまで、AP 科目生の、追手門学院大学での

大学体験を支援し、かつ、生徒の大学選びと大学の入学者選びに寄与する制度に育っていくこと

を、願ってやまない。
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2014 年度 AP システム実施のために 2013 年度中に進められた準備について

追手門学院大学教育支援課 藤本 祥之

1．2013年度実施の AP 科目

2013年度、大手前・追手門コースの 3年生を対象とする AP 科目として、追手門学院大学で

「学び論 C」が開講された。授業は 90分×15コマで、7月 22日・23日に各 3コマ計 6コマ、12月

20日 5コマと 21日 4コマの計 9コマ、集中講義の形で実施された。授業内容は、7月が各学部・

学科の学びの紹介、12月が追手門コース海外研修（2014年 1月にシンガポールで実施）の事前学

修であった。12名が履修し、このうち、追手門学院大学に入学した 9名には 2単位が認定された。

2．2014年度 AP システム実施に向けた準備

（1）大胆な高大接続を 2014年から実施することになった経緯

2013年 4月 27日の大手前運営特別委員会で、大手前・追手門コースの生徒を対象に玉川学園を

モデルとする大胆な高大接続（AP 科目）を検討し 2014年度実施に向けて準備を進めることが決

定された。

さらにその後、茨木高・佐々木校長からの要望により、茨木・スポーツコースの生徒も 2014年度

実施の AP 科目の対象とすることになった。こうして、一貫教育課（担当：山本教育主事・藤本課

員）が中心となり関係部署と連携しながら、2014年度 AP 科目実施に向けた準備が始まった。

（2）玉川学園の高大接続（2011年当時の内容）

2011年 8月に大阪城スクエアで開催された「玉川学園と追手門学院の夏期合同研修会」で、玉

川学園教育部長の高島健造氏から、「ブランドを形づくる教育活動のあり方」と題する研究発表の

中で玉川学園の高大連携プログラムが紹介された。

玉川学園高等部では、3年生の前期で高等学校の授業カリキュラムは終了し、3年生の後期から

玉川大学進学予定者は玉川大学の授業を大学生と共に受講する。1週間のうち LHR（1時間）・体

育（2時間）・自由研究（2時間 30分）は高等部で授業を受け、体育祭などの高等部の行事にも参

加するが、それ以外の時間は原則として大学の授業（＝「連携講義科目」）を合計 16単位分受講す

ることになる。玉川大学から提供される連携講義科目（すべて大学生と同時受講となる）は、年度

によって異なるが、次のようなものである。
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「アカデミック・ライティング」「ことばと文化」「イタリア語初級Ⅰ」「英語コミュニケーショ

ン」「スペイン語初級Ⅰ」「外国史」「総合英語Ⅱ」「総合英語Ⅲ」「中国語初級Ⅰ」「演劇史基

礎」「現代演劇論概説」「造形メディア論」「美術論概説」「回路入門」「電気回路」「機械力学」

「物理学 B（電気）」「宇宙科学」「化学入門」「科学技術史」「実践の物理学」「生活と科学」「生

物学入門」「生命科学」「地球科学」「物理学入門」「国際関係論」「情報倫理と社会」「パブリッ

ク・スピーキング」「ロジック」「経済学」「現代と宗教」「現代総合研究 A」「国際関係入門」

「国際機構」「社会学」「心理学」「人間の研究」「政治学」「比較文化論」「文化遺産」「数学入

門」「代数学入門」「データ処理入門」「トータルプロダクション・マネジメント」「ネットワー

ク入門」「プログラミング基礎」「マルチメディア入門」「情報科学」

これらの連携講義科目は、「大学接続科目」と「大学選択科目」に分けられている。「大学接続科

目」は、学部を問わず共通する基礎力の養成を目的とし、大学が指定する 2単位×5科目＝10単位

が必修となっている。「大学選択科目」は、2単位×3科目＝6単位を受講者が自由に選択できるよ

うになっている。

連携講義科目の受講に先立ち、9月中旬に履修登録ガイダンスが実施される。さらに、履修登録

ガイダンス実施前の 9月上旬に平日 8日間、特別講座「サマーセミナー」が実施される。「サマー

セミナー」の内容は、語彙・読解力講座、文章表現講座、講話、大学リソースガイダンス、サマー

リーディング（大学の教材を使用した授業）などである。

連携講義科目は、大学と高等部の双方で認定される。B 評価以上の科目については入学後に大学

の単位として認定され、C 評価以上の科目については高等部の単位として認定される。

（3）具体的な準備

玉川学園をモデルとする大胆な高大接続を追手門学院で実施する際の最大の問題は、高校の授業

の単位認定であった。玉川学園高等部は大学と同じ前期・後期の二学期制で、授業の単位認定は学

期ごとである。しかしながら、追手門学院の両高校は三学期制であり、授業は通年で単位認定は学

年末である。追手門学院の両高校生が追手門学院大学で秋学期の授業を履修することになれば、高

校の一部の授業は 1学期だけで終了することになる。その場合の単位認定をどうするのか、という

問題である。他大学・他校の事例も可能な限り調査したが、AP 科目を実施している他の高校はす

べて二学期制で、大学で履修する授業も 1科目（2単位）もしくは 2科目（4単位）であった。

玉川学園や他大学・他校の事例調査から、一貫教育課では当初、AP 科目の単位を大学・高校の

双方で認定する場合、大学での単位認定（試験の合格）をうけて高校が単位認定するものととらえ

ていた。

そのため、7月 25日の茨木高との協議の中で茨木高の卒業式が大学の秋学期試験よりも前に挙

行されることが判明して以降、本学院で実施する AP 科目は、大学での単位先取りのみとし、高校
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での単位認定はしないという方向で準備を進めることとなった。

8月初旬の段階で一貫教育課がまとめた AP 科目の実施素案は以下の通りである。

①時期：2014年度 大学秋学期（高校 2学期・3学期）

②対象：大手前・追手門コース生徒と茨木・スポーツコース生徒

③単位認定

1）追手門学院大学への内部進学決定者に大学の授業を受講させ入学後の大学の単位として

認定する（単位の先取り）

2）高校での単位認定はしない

※「学校外における学修等」として高校で単位認定することは可能

④AP 科目の単位数（科目数・大学での授業受講日数）

1）学習指導要領で定められた高校卒業に必要な修得単位数は 74単位（HR は除く）であ

るので、両高校とも、高 3で残っている必履修科目のみを通年履修し、他の科目について

は 1学期のみの授業として 2学期・3学期は大学で AP 科目を受講する。

2）大手前・追手門コース生徒は最大で週に 5日（土曜日を含む）大学での授業受講が可能

であるので、AP 科目は最大で 18科目（36単位）の受講が可能である。

3）茨木・スポーツコース生徒は最大で週に 3日（土曜日を含む）大学での授業受講が可能

であるので、AP 科目は最大で 10科目（20単位）の受講が可能である。

この素案をもとに、一貫教育課は大阪府私学大学課の今井純司氏に相談し、方向性に問題がないか

どうかの確認をとったところ、概ね問題はないとの回答を得た。ただし、AP 科目を受講する生徒

には別立てのカリキュラムが必要であり、カリキュラム案が完成し次第見せてほしいということで

あった。これを受けて、一貫教育課は 8月下旬から 11月の初旬にかけて両中高・大学との調整を

進めていった。

この間に、教務課を中心に大学側の AP 科目の開講準備も進められた。10月 3日には教務委員

会で次の原案が検討された。

①開講科目について

1）1年次対象の秋学期開講共通課目を AP 科目に設定する

2）日本語事情科目・抽選科目・指定科目・国際交流科目は除く

②履修登録について

1）1クラスあたりの受講高校生数は 2名を上限とする

2）大学から提示する開講科目一覧をもとに各高校が取りまとめた上で大学教務課に提出し

教務課で調整・確認した上で履修登録する
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3）1名あたりの履修登録上限は 18単位とする

③単位認定について

1）大学生同様に期末試験を受験し成績を算出する

2）修得した単位については入学後の本人からの届け出により修得単位として認定する

茨木高との調整の中では、スポーツコース生は 2学期以降も 5限目以降あるいは 6限目以降クラ

ブ活動に参加しなければならないので、大学で AP 科目を受講できる時間帯が大幅に制約されるこ

とが判明した。その一方で、英数Ⅱ類の内部進学決定者も AP 科目受講の対象とすることを検討す

ることになった。また、AP 科目の受講科目数は受講者が自由に選択できるようにして（受講しな

いという選択も可）、2学期以降も可能な限り高校での授業を受けさせたいという要望も出された。

11月 14日の一貫連携教育推進委員会（高大部会）では、一貫教育課が集約した AP 科目開講準

備の進捗状況を報告した〔資料 1〕。

12月 6日には、教育研究所の主催で「両中高・大学の懇談会」が大阪梅田サテライトで開催さ

れ、大学から 11名、大手前中高から 18名、茨木中高から 14名、大学教務部・入学センター・教

育開発センターから 5名、教育研究所・一貫教育課から 6名が参加した。当日は「高校側が考える

AP 科目と大学側が考える AP 科目」というテーマで、第一部は一貫教育課・山本教育主事、大学

・村上教務部長、茨木中高・岩本教頭、大手前中高・田中教務進学部長からそれぞれ AP 科目実施

に向けた準備の進捗状況が報告され、第二部は 7グループに分かれてのディスカッションが行われ

た。グループディスカッションでは、それぞれの立場から活発な議論が交わされ、AP 科目に対す

る理解・認識の共有が大きく前進する機会となった〔資料 2〕。

2014年 3月 6日には、大学・両高校・一貫教育課の担当者による連絡会議が開かれ、村上副学

長（基盤教育機構長）、梅村一貫連携教育機構長、小板教務課長、木内大手前高教頭、田中大手前

高教務進学部長、佐々木茨木高校長、浅野茨木高教務部長、山本教育主事、藤本一貫教育課員が出

席した。ここでは、2015年度秋学期の大学時間割が提示され、開講される AP 科目の科目数と開

講曜日・時間帯が確定した。また、茨木高の AP 科目受講対象者を、当初予定していたスポーツコ

ースではなく、英数Ⅱ類の内部進学決定者とすることが確認された。両高校で検討中のカリキュラ

ム案についても報告された。当初は両高ともに「高校での単位認定はしない」方向で進んできた

が、大手前高は、受講した AP 科目の単位数にかかわらず高校で「学校外における学修等」（科目

名は「大学研究」）として、大学の期末試験の結果とは別に生徒の出席状況やレポート等により高

校側で独自の評価を行い、一括して 8単位を認定するという形に変更した。

この段階での AP 科目開講準備の進捗状況を一貫教育課が集約し、3月 12日の一貫連携教育推

進委員会（高大部会）で報告した〔資料 3〕。

両高校のカリキュラム作成作業は、大手前高が先行しており、3月初旬から大阪府私学大学課の

今井氏との間で具体的なカリキュラム案の確認を開始した。今井氏からの指導により、最終的に次
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の 2点について大幅な修正がなされた。

①受講した AP 科目の単位数にかかわらず高校で「学校外における学修等」（科目名は「大学

研究」）として一括して 8単位を認定する

〈修正〉「大学研究」は 4単位とする

〈理由〉大学の授業は 2単位＝90分授業×15回＝1350分であるが、高校の授業は 1単位＝50

分授業×35回＝1750分である。AP 科目は 6科目以上の受講となるので、大学で授業を受

ける時間は 1350分×6科目＝8100分となる。これを高校の授業に換算すると、8100分÷

1750分＝4.6単位となる。

② 2学期以降に高校で授業を受けない火曜日（7単位）・水曜日（6単位）の合計 13単位分に

ついては、4つの科目を指定して 1学期で授業を終了する。これらの科目のうち、3単位の

科目は 1単位として認定し、4単位の科目は授業数を補った上で 2単位として認定する（合

計 5単位分を 1学期分として認定する）。

〈修正〉上記 4つの科目を、1学期と 2学期以降を別の単位（科目）として設定して 8科目

とし、2学期以降の科目は選択履修とする。

〈理由〉年間を通じて 3単位として設定している科目を 1学期だけ独立させて 1単位を与え

ることはできない。単位を与えるのであれば内容的な独立性が必要であり、別科目

として設定することが最も適切である。

上記 2点の修正を経て、3月 17日に大手前高の AP 科目対応カリキュラムは完成した〔資料 4〕。

一方、茨木高のカリキュラム作成作業は、大手前高と今井氏とのやりとりを踏まえた形で進めら

れ、最終的に次の 2点を修正することになった。

①AP 科目受講の単位は高校では認定しない

〈修正〉AP 科目を受講した場合、高校では「学校外における学修等」（科目名は「大学での

学び」）として出席状況・レポート等を勘案して単位を認定する。「学校外における

学修等」として認定する単位は、AP 科目 1科目（大学の 2単位）につき 1単位と

する。その際、高校の授業時間としての不足分 400分については、6月の大学説明

会と事前のオリエンテーションで補う。

〈理由〉大学に生徒を任せて高校はまったく関与しない（生徒を放置している）ということ

になるので、高校側でも生徒の活動を評価して単位を認定すべきである。

②AP 科目受講のために高校での授業（高 3で残っている必履修科目 5単位以外のすべての科

目が対象となる）を欠席する場合は公欠とし、当該科目の欠課時数には算入しない。すべて

の科目の授業は 2学期も継続し通年で単位認定する（減単位しての認定はしない）。
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〈修正〉AP 科目受講時間と重なる可能性のある科目（必履修科目以外のすべての科目）を

名目上別科目とし、元の科目の単位から 1単位減して単位配当する。

〈理由〉公欠扱いにするには問題がある。そもそも、学校がある科目の単位を認定するとい

うことは、学校は定められた時数の授業（1単位＝50分授業×35回）にすべて出席

することを生徒に求めるということであり、大学の授業を受けるためであれば高校

の授業には出なくてもよいと学校が認めることには問題がある。公欠ではなく欠席

扱いも、学校が欠席を許可する形となるので論外である。AP 科目受講のために授

業を欠席しなければならない科目については、別科目として設定し出席できる授業

時数にもとづいて単位配当すべきである。

上記 2点の修正を経て、4月 2日に茨木高の AP 科目対応カリキュラムも完成した〔資料 5〕。

以上が、2014年度 AP 科目実施のために 2013年度中に進められた準備の内容である。

注）本文中の人名・所属・役職はすべて 2013年度当時のものである

2014 年度 AP システム実践報告および次年度の検討について

追手門学院一貫教育課 山本 直子

1．2014年度 AP システム実施に向けた準備（4月～8月）

2014年 4月、いよいよ AP システム開始の年度となった。実施にあたり、AP システムの担当部

署を確定し、受講する高校生の指導体制など詳細を詰めなければならないが、とにかく前例のない

試みであるがゆえに、その確定は困難を極めた。

そのような中、福島副学長、梅村一貫連携教育機構長のご協力のもと、大手前高生の控え室が 5

号館 7階中会議室に決まり、高校生に対する日々の指導は、志村入試課アサーティブ係、山本一貫

教育課教育主事、また朝礼・終礼点呼は、表一貫連携教育研究所員が担当することに決まった。

大胆な高大接続・AP システムを導入するにあたり、ワンキャンパスではないということが大き

な壁となる。キャンパス間移動には片道 1時間を要するため、大手前高生が多くの科目を受講しよ

うとすると、終日大学にいることが余儀なくされる。AP として開講される科目は火曜日・水曜日

が最も多いため、この両日を大手前高生の受講日に設定した。高校生の履修には人数制限があるた

め、茨木高生は、大手前高生が受講しない月曜日・木曜日・金曜日の 3限（高校での 5.6時間目）

に設定した。

茨木高は大学と同キャンパスにあり移動に時間がかからないため、AP 生は午前中高校で授業を
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受け、大学での AP 科目を受講後高校に戻って終礼を受ける。

大手前高生は火曜日・水曜日終日高校を離れて大学への登下校となるため、彼らの出欠管理や、

履修人数制限によって生じる空き時間の指導の体制を万全に整えなくてはならない。そこで、控え

室である大学 5号館中会議室にて、表一貫連携教育研究所員が朝礼および終礼点呼を行い、火曜日

の空き時間（課題研究）の指導は一貫教育課山本教育主事が、水曜日の空き時間（課題研究）の指

導は、志村入試課アサーティブ係長が担当することになった。

これらの概略を、8月 1日（金）一貫連携教育推進委員会・全体会にて審議、その結果を大学教

育研究評議会、大学教授会、管理職会などで報告いただき、周知徹底のお願いして開始にこぎつけ

た。

2．対象生徒確定から受講開始まで（9月 1日～15日）

【スケジュール】

9月 3日（水）茨木高 内部推薦委員会（AP 生候補者決定）

9月 4日（木）茨木高担任団より候補者に向けて説明会

9月 9日（火）大手前高内部推薦委員会（AP 生決定）

9月10日（水）両高オリエンテーション（大学にて）

学生カード、履修登録用紙大学に提出

9月15日（祝）学生証受け取り・茨木高大学授業開始

9月16日（火）大手前高大学授業開始

茨木高は、9月 3日（水）の内部推薦委員会において、追手門学院大学に専願で進学する生徒

（AP 科目候補生）が確定、翌 4日に高校 3年生の担任団より AP システムについての説明会を行

い、受講について検討させ、数日後に AP 科目受講生が確定した。

大手前高は 9日（火）の内部推薦委員会において、追手門学院大学に専願で進学する「追手門コ

ース生」（AP 科目受講生）が確定した、

大手前高生は火曜日・水曜日以外は高校授業があり学校を離れられないため、大学でのオリエン

テーションの機会は、決定翌日の 10日（水）にしかない。両校ともかなりタイトなスケジュール

であった。

そこで大手前高では、事前に候補生徒にシラバスを印刷して配布し、受講希望科目を選択させ、

それに従って大手前・追手門コース長の田中佳哉教諭が受講科目の人数制限を考慮して一人ひとり

の時間割の作成を行なった。その時間割に従い、翌日のオリエンテーション時に本人が学生カード

と履修科目届を記入し、大学に提出するのみとした。（資料 6−1 6−2）今年度この時点での AP 科

目受講生は、大手前高 14名、茨木高 9名であった。
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しかし、大学教務課と両中高および一貫教育課の連絡・協力体制がうまく取れず、大学の履修登

録システムが伝わっていなかったため科目選択に関する齟齬がおこり、履修登録のやり直しが余儀

なくされた。その際に、高校生に対する人数制限が教養ゼミ 2名→4名、大人数科目 4名→制限な

しと緩やかになったため、人数制限により受講できなかった茨木高の希望者 2名が受講可能とな

り、茨木高の AP 生は 11名となった。

大手前高生は、受講科目がなく空き時間となった時間を「課題研究」と称し、生徒それぞれが各

自の課題を設定してそれについての研究を行うこととした。課題研究の時間は、火曜日・水曜日と

もにそれぞれ 1時間設けた。したがって大手前高生は、大学の授業を 2時間受講し、控え室または

PC 教室にて 1時間の課題研究をするという 3時間（1限～3限または 2限～4限）の時間割となっ

たが、14名中 4名の生徒は、少しでも多くの単位を習得したいという希望を持ち、両日とも 5限

目の授業の受講を希望した。（資料 7）

AP 生の指導のために、大学での受講状況、課題・小テストなどを把握しようと、「AP 科目履修

生日誌」を作成、日々の記録を取らせることにした。（資料 8）

オリエンテーションでは、まず大手前高生のみを集め、控え室の場所確認、前述の学生カード、

履修登録用紙の記入ののち、日誌の配布と記入の方法などのオリエンテーションを行った。そのの

ち、高校の授業が終わった茨木高生が合流し、両高共通のオリエンテーションを行った。（資料 9−

1 9−2）両高とも自分の受講教室に足を運び場所の確認などを行ったのち、入試課アサーティブ係

に作成いただいた「AP 科目受講許可書」を、梅村機構長より一人ひとり手渡していただくという

セレモニーを実施した。

3．2014年度 AP 科目受講開始

AP 科目開始初日である 9月 15日は祝日。該当の茨木高は休日だが、大学は授業日であった。

初日の混乱を避けるため、表一貫連携教育研究所員が、茨木高生の点呼および連絡調整にあたっ

た。

翌日 16日（火）から、大手前高生が受講開始。

1限から受講する生徒は、9 : 15に、2限から受講する生徒は 10 : 45に、5号館 7階中会議室に

て朝礼。出欠点呼とともに生徒への訓話を行い、生徒一人ひとりの状況把握をした。また、各個人

の AP 生日誌を配布し前週の授業内容および課題等の確認や、その日の予定を記入させた。さら

に、各自ユニバーサルパスポートにログインさせ、休講・教室変更の有無を確認することを習慣と

した。

1限から受講する生徒は 3限終了時に、2限から受講する生徒は 4限終了時に終礼を行い、その

日の授業内容、課題等を日誌に記入させ回収、翌日（次週）の連絡を行った。

日誌、AP 生控え室用携帯電話など（中会議室は外線が繋がらない）AP 生の物品は、大学中央
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棟 1階の一貫連携教育機構室で保管した。

【配慮願い】

AP 生は、高校での定期試験および体育祭・文化祭などの学校行事の際はそちらを優先させ大学

での授業を欠席することになったため、校長名で「配慮願い」を教務課に提出し、教務課から担当

の先生に連絡することになった。（資料 10）

【気象警報の取り扱い】

また、台風などの気象警報による授業の扱いも高校とは異なる。当初は、大学の基準にあわせる

ことにしたが、茨木高用のスクールバスの運休により登下校が困難となるため、気象警報の取り扱

いは、高校の基準に合わせることになった。

【受講に関する AP 生からのヒアリング】

AP 生が大学の授業についていけるのか、問題はないのかなどについて、ヒアリングを行うこと

にした。秋学期期間中に、大手前校 2回（2週目と 5週目）、茨木校 2回（3週目終わりと 4週目終

わり（書面にて））のヒアリングを行なった。

1回目のヒアリング、特に大手前高生は大学滞在時間も長く受講科目も多いため、様々なことに

過敏に反応した。制服を着た高校生が AP 生として受講することが大学内で周知されていなかった

ためか、どこに行ってもみんなに見られ、ヒソヒソと囁かれるや、担当の先生が高校生の受講をご

存知なく驚かれたなどの発言もあったが、それに関してはすぐに慣れたようで大きな問題にはなら

なかった。

ほか、担当の先生が春学期からの継続履修生のみと思っておられたのか、いきなり教科書の途中

から授業に入られ、教科書購入すべきであることも知らずにとまどったと聞いたので、急遽教科書

が必要か否かについて調査し、購入させた。また、ユニバーサルパスポート（ユニパ）で学生自身

が教室変更・休講等を確認するシステムになっているが、高校では携帯使用禁止になっているため

生徒は高校と同じくスマホを使用せず、教室変更があったことを知らずに履修していない科目を 1

時間受講したなどのトラブルもあった。控え室である 5号館 7階中会議室は PC 環境になくユニパ

の確認もできないため、生徒の大学でのスマホ利用を可とし、同時に情報センターに相談しノート

PC 2台を控え室用として借りることにした。

しかし、AP 生が最も驚いたのは、大学生の大教室での授業実態（授業中に携帯ゲームをする、

大声で話をする、途中退出をする、ノートをまったく取らずに一斉に写メを撮るなど）であったよ

うだ。

このような AP 生の声がきっかけで、原田教務部長から非常勤講師を含めた大学 AP 科目担当者

に対するオリエンテーションが行われ、また、同時に教務課員がローテーションで AP 生の受講科

目の視察や、課題研究および単位習得に向けての指導体制を取る協力体制も生まれた。

このように、初期にはトラブルが多発したが、中には先生が「今日から高校生が一緒に授業を受

けます」と紹介してくださったと喜ぶ声や、「私の授業は毎時間テーマについて調べてきたことを
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前提に議論する」とのことなので厳しそうだが楽しみだ、「文系だったので数学は基礎しかやって

いなかったが、とてもわかりやすかった」などという感想もあった。

第 2回目のヒアリングは、AP 生の大学生活も 1/3が経過したころであったので、高校生たちは

良くも悪しくも大学生活に慣れ、大教室の授業崩壊を声高に言うこともなくなったが、教務課の視

察によると高校生の授業マナーも悪くなった感もあるようだ。

また同時期に、授業担当の先生より AP 生が授業についてきていないようなので特別授業の機会

を持ちたいという申し出があった。該当生徒 4名に志村アサーティブ係長が同席したところ、先生

がユニパに授業資料を掲載されそれを前提に授業や小テストが行われていたが、それを AP 生が知

らなかったことが判明したため、改めて全員にユニパの使い方の連絡を行った。

【PC 教室】

秋学期の前半は、控え室であった中会議室に情報センターから借りたノート PC 2台を順番で使

い、ユニパ確認や課題研究発表のためのパワーポイント作りを行っていたが、次第に授業発表やレ

ポート等も増え、AP 科目履修生が PC を使うことが多くなったため、課題研究を PC 教室で行う

ようになった。

【レポート、小テスト・授業発表の指導】

秋学期も半分を過ぎた頃から、レポートや小テスト、授業発表などを課せられる授業が増えてき

た。高校と大学では学びの形態に差があるため、長文のレポート（3000字～4000字）を課せられ、

どのように対処すればよいかわからず困難を極めた生徒も少なからず見受けられた。教務課、入試

課アサーティブ係、一貫教育課より「課題研究」の指導人数を増やし、マンツーマンでの指導を行

うことになった。

【課題研究および発表会】

当初は、火曜日の課題研究を山本一貫教育課教育主事が、水曜日は志村アサーティブ入試係長が

担当することにしたが、実際に始まってみると、水曜日 3限には大学で設定されている授業が 2科

目しかなく、10名の生徒が同時に課題研究を行う。他の時限と比べて細やかな指導体制が取りに

くいため、森岡一貫教育課係長も指導体制に入ることとなった。

当初は「課題研究」は、生徒が自分の進路、興味分野に合わせて決定した課題について研究する

時間であったが、結果的には生徒一人ひとりの状況を把握し、時には授業発表の下調べや授業時に

提出するレポート作成、小テストの予習、内部推薦入試の面接対策、時には、生徒の入学後の進路

相談から大学課外活動見学や大阪府警に内定した 4回生に話を聞くなど、弾力的に運用することと

なった。

課題研究発表会は、AP 生が所属する追手門コースのシンガポール研修が 2月 4日から始まるこ

ともあり、大学の 15回の授業が終了してから大学の定期試験までのあいだの、1月 21日（水）と

なった。

発表順をくじで選び当日のスケジュールや役割分担が確定しつつあったが、その日が大学の補講
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日であるため、AP 生の多くが補講にあたり発表順を変更した。

発表はパワーポイントを用いて行った。1人 7分の持ち時間を使い、自分の進路や興味のある事

柄などをテーマで発表を行った（資料 11）。

当日は、開会あいさつ、司会、タイムキーパー、閉会あいさつなど、すべて大手前 AP 生が行っ

た。大手前高からも田中追手門コース長、クラス担任の立山教諭、大学 AP 生授業担当の先生、教

務課や入試課員、副学長など、のべ 25名の方にご来場いただいた。

【大学の試験に向けての準備】

秋学期 10回目の授業を過ぎた頃から、大学の試験（レポート）に向けての指導を始めた。まず、

高校とは試験（評価）の形態が全く異なるので、生徒に「試験レポート日程表」を配布し（資料

12）、試験がいつ行われるのか、定期試験中なのか授業期間中なのか、レポートなのか試験なのか、

レポートは授業中に提出するのか教務課に提出用紙をつけて提出するのか、試験の場合は持ち込み

の有無など、細かい情報や勉強の仕方について、授業終わりに先生のところに行き問い合わせをさ

せた。その情報を一貫教育課で一覧表にまとめ、指導の参考にした。

また、日ごろ顔をあわせて指導することができない茨木高生にも、茨木高 PC 教室にてユニパに

ログインさせ試験教室の確認や試験範囲など、大学試験に関するオリエンテーションを行った。

（資料 13）これと同時に、教務課でも大学の試験の受講についてのオリエンテーションが実施され

た。

4．両中高と大学教員懇談会

2014年 12月 16日（火）18時から、大阪城スクエアにて AP 科目をテーマにした「両中高と大

学の懇談会」を開催した。（資料 14）

大学からは、特に今年度 AP 科目を担当していただいた先生や教務課員が出席、大学・両中高あ

わせて 105名の参加であった。

当日は、話題提供として、山本一貫教育課教育主事から今年度の AP 生の現況報告ののち、大学

から米澤大学教務部事務部長、中高から浅野高校 3年学年主任、大手前から田中追手門コース長の

進捗報告があった。

そののち、11グループに分かれて「AP 科目の現況と課題～来年度に向けて～」というテーマで

グループディスカッションを行ったのち、各グループの代表が話し合われたことを発表したが、担

当者とそれ以外の教職員の温度差は否めない感がした。（資料 15）

5．2015年度以降の AP 科目に向けた検討

当初、担当部署もはっきりと決まらず、検討する会議体もないままのスタートであったが、一貫
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教育課、アサーティブ係、教務課、一貫連携教育研究所が AP 生の指導にあたるなかで、担当者会

議の必要性が認識され、やっと「AP 科目担当者会議」が発足した。しかし、この会議体は出席人

数が多く 1ヶ月に 1度しか集まることができないため、実務者による「AP 科目ワーキンググルー

プ」を発足させ、主に次年度の AP プログラムの詳細を詰めていくこととなった。2015年 3月ま

でに、7回担当者会議と 8回のワーキンググループを開催した。

【次年度に向けて～今年度を踏まえた変更点など～】

1 意義の共有

今一度原点に返り、AP 科目の意義を、大学両高の教職員、生徒、保護者の間で共有することが

必要であるとの認識から、これを再検討することになった。

今年度は、両校とも「単位先取り」が意義の前面に出ていたが、初年度を経験するなかで、それ

はあくまでも結果であり、実は高校生の円滑な大学生活への移行が大きい成果であると痛感したた

め、「高大接続」を意義の中心に置くことになった。

AP システムを、半期かけて高校と大学の学修形態の違いを修得させると同時に、この大学で何

を学び、どのような 4年間を過ごし、それを将来にどう活かすのかというキャリア形成の機会とと

らえる。またこのようなシステムを持つことができるのも、本学が総合学園であるが故であり、彼

らを「学院の生徒・学生」ととらえ、両校と大学が総力をあげて指導する体制を組むことにした。

また、大学入学後は、新入生をリードする学生になってほしいという期待をこの意義の文言にこめ

ることとした。（資料 16）

2 課題研究に代わる次年度の「ガイダンス科目」（仮称）（以下資料 17）

今年度の「課題研究」は指導者も多く、結果的に弾力的で細やかな指導となったが、次年度以

降、担当者がどのように変わっても運用できるシステムを構築するということが大前提となった。

そこで、今年度の「課題研究」を「ガイダンス科目（仮称）」と名前を代え、火曜日の 2限に置

き、大手前高（できれば追手門コース・AP 生の担任）教諭が、コーディネーターとともにその指

導を行うという原案が出された。ガイダンス科目（仮称）のコーディネーターは、一貫教育課。そ

の内容は、大学の先生によるレポートの書き方の講義や、職員によるユニパの使い方、面接指導や

レポートやテスト対策など、4月以降詳細を検討することになった。この時間は大学の科目認定は

されないので、0単位となる。

茨木高に関しては、AP 生が複数クラスに在籍するため、必修科目の都合上一斉に集めることが

できない。そこで、AP 生は試験がない中間考査・期末考査の最終日を利用して、集中ガイダンス

を行なうことになった。

3 朝礼・点呼等の担当について

今年度は、一貫教育課、一貫連携教育研究所、入試課・アサーティブ係、教務課が AP 生の指導

を担当したが、次年度は、AP 科目の意義も鑑み両中高にも積極的に参画いただくことになった。

火曜日の朝礼およびガイダンス科目（仮称）は大手前の教諭、終礼点呼は教務課が担当。水曜日の
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朝礼は茨木高の教諭が担当、終礼点呼は教務課が担当するという原案になり、2月 13日（金）両

高の校長同席のもと開催された AP 科目担当者会議で認定された。これは、AP システムは高大連

携事業のひとつであり、生徒は『学院の生徒・学生』なので大手前高、茨木高、大学がそれぞれに

力を出しあって指導するという認識によるものである。両高の教員には引率・朝礼点呼に要する時

間を鑑み、高校での持ち時間 1単位減の適用を検討いただくことになった。2015年度はこの 1単

位減に伴う人件費は両高が負うが、この AP システムが「学院の生徒・学生」を育てるものである

ならば、この両校合わせて 2単位相当分の人件費を将来的には両校の予算に上乗せするなど、学院

が負担すべきではないかという意見もあり、2016年度以降の検討事項のひとつとなっている。

4 受講までのスケジュール

今年度は、AP 生が決定してから受講が始まるまでのスケジュールがかなりタイトであったの

で、茨木高も今年度の大手前高と同じく、内部推薦委員会開催前に事前指導のかたちで候補者にシ

ラバスを配布し、内部推薦（専願）が正式に決まった際には、大学で AP 科目受講をするのか、ま

たどの科目を希望するのか等を決め、正式決定ののちは手続き書類の提出のみとし、スピードアッ

プを図るという原案が出された。

これも、同じく 2月 13日（金）の担当者会議にて検討され、2015年度のスケジュールが確定し

た。

5 生徒への事前学習およびガイダンス

今年度は AP 科目を受講する生徒にのみガイダンスをおこなった。次年度もそれは必要である

が、1学期 AP 生が決定する前に追手門学院大学内部推薦（専願）への誘導の意味も込め、該当ク

ラスでの講演、授業などの事前学習を行ないたい。これも 4月以降の検討事項のひとつである。

最後に

1期生の大学での受講が終った。AP 生は 4月入学の新入生よりも大学のシステムや学びについ

て詳しく、また、何よりも内部生であるので追手門学院に対するロイアリティを持っているので、

新入生のリーダーになりうる素養があると信じている。

また、当初はうまく動かなかったこのシステムの担当者間の連絡・協力体制が、やっと構築され

はじめた。AP 生を真ん中においてお互いが少しずつ越境し合って手を差し伸べ、太いパイプを築

き、追手門学院のコアとなる生徒・学生が育てられるシステムとなることを心より願っている。
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